
 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

  

 
冬季の体力アップの取組として毎年なわとびを実施しています。２０日（木）から白団と赤団それぞ

れ縦割り６チームに分かれて、長休みと昼休みの時間を使って練習してきた８の字とびの大会が、１月

２８日（金）に行われました。 

オミクロン株による感染急拡大で、開催が危ぶまれ

ました。そこで、競技方法を変更し、各団それぞれ2

チームの計４チームが競技し、他は教室でオンライン

でつないでその様子を視聴し、応援するやり方を3回

繰り返して開催にこぎつけました。職員の全集中（全

知・全員・全力）にあっぱれです。 

競技は３分間ののべ回数を白団と赤団それぞれ６チ

ームの合計で競いました。1年生の背中を押して縄に

入るタイミングを伝える上級生や失敗しないように

回す速さを調整するチームもいて、知恵と工夫が感じ

られる素晴らしい大会になりました。結果は以下の通り。 

                                       ＊（ ）は練習より増えた回数 

 

 

班 赤 団 白 団 

１ １４５回（95） １５０回（55） 

２ １００回（44） １２７回（38） 

３ １３０回（70） １１８回（８） 

４ １３０回（53） ２１４回（140）１位 

５ １７８回（72）３位 １７８回（40） ３位 

６ １２７回（53） １８７回（86） ２位 

計 ８１０回 ９７４回 

２月２号     

令和４年２月 18日 
七尾市立中島小学校  
TEL ６６－００５５ 
FAX ６６－６６５０ 
  文責 岩﨑 

モニターを見ながら教室で応援 

コロナに負けず 団対抗なわとび大会開催！ 
 

 

ささ ささ ゆゆ りり
りり   

教 育 目 標 「心身ともに健康で、自ら考動する児童の育成」 
めざす子ども 「なかよくかしこくじぶんからまなぶ中島っ子」 
学校メールアドレス  nakasho@edu.city.nanao.ishikawa.jp 

1月31日 5・6年スキー学習 
2月1日 1・2年そり遊び 

2月10日 3・4年スキー学習 
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 15日（水）に5名来校しました。5限目の授業を参

観していただいた後、懇談会をしました。まず、学校の

運営状況について、教職員アンケート、保護者アンケー

トと学校経営の成果と課題をもとに、説明を行いました。

次に、次年度向けて、行事予定など年間計画をお伝えし

た後、学校評価をしていただきました。 

 意見交換では、「児童がタブレット端末を自由に操作す

る授業を参観して、コロナ禍でピンチをチャンスにしようとする姿勢が窺われた。」「ICTの活用には個

人差が生じやすく、教師の多忙化につながらないように専門スタッフが必要ではないか？」「中島の良さ

を知ったり学んだりするために、地域人材の発掘と活用を積極的する

といい。」「運転中に交差点で止まり、目の前を横断した児童がお辞儀

をする姿に感心した。」などが出されました。 

評価の結果は以下の通りです。また、詳しい内容については、学校

ホームページに近日中に掲載しますので、是非ご覧ください。 

 

≪令和３年度 学校評議員・学校関係者評価 結果≫ 

教育目標   ☆心身ともに健康で、自ら考動する児童の育成 

重点 

目標 
努 力 事 項 

学校評議員・ 

関係者評価結果 
連
携
推
進
を
図
る
学
校 

学校行事の精選と各種会議の効率化及び業務内容の平準化  

A １００％ 

B   ０％ 

C   ０％ 

多忙感より働きがいのある職場の質的転換に向けた定期的な評価・改善 

地域の資源（人・物・金・時間・情報・ネットワークなど）の効果的な活用 

家庭教育力や地域のよさを生かした学校運営の推進 

教
職
員
の 

授
業
力
の
向
上 

教師のコーディネート力（自力解決・学び合い）で深い学びへ 
A １００％ 

B   ０％ 

C   ０％ 

学習意欲が高まるリレーションの確立（言葉かけ・ふるまい・ペアやグループでの活動） 

ＩＣＴ機器の利活用の推進（GIGAスクール構想・デジタル教科書や電子黒板の有効活用） 

心
の
教
育
の 

更
な
る
充
実 

自己有用感を高め、みんなで協力し合って楽しい学級や学校をつくる場づくり 
A  ６７％ 

B  ３３％ 

C   ０％ 

生徒指導の３つの視点を活かした居場所づくり（教職員主導）と絆づくり（児童主体） 

個の特性に応じた合理的配慮の実践と共通理解 

心
身
の
健
康
と 

保
持
・
増
進 

もくもく掃除の励行による心みがき（心づくり・音に敏感・教室に戻るまでが掃除の徹底） 
A  ８３％ 

B  １７％ 

C   ０％ 

基本的生活習慣の推進・感染症対策の徹底 

感染症対策の徹底・アレルギー対応 

                                                


